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と
き
／
８
月
27
日
㈰ 

午
前
９
時
（
同

報
無
線
に
よ
る
サ
イ
レ
ン
吹す

い
め
い鳴

）

五
和
小
学
校
体
育
館

◎
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
（
協
力
／

静
岡
市
消
防
局
）

五
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◎
緊
急
輸
送
路
啓け

い
か
い開

訓
練
（
協
力
／

島
田
警
察
署
、
陸
上
自
衛
隊
、
静

岡
市
消
防
局
、
中
部
電
力
㈱
島
田

営
業
所
、
㈿
島
田
建
友
会
、
大
鐘

測
量
設
計
㈱
）

◎
初
期
消
火
訓
練
（
協
力
／
静
岡
市

消
防
局
、
島
田
市
消
防
団
）

◎
は
し
ご
車
訓
練
（
協
力
／
静
岡
市

消
防
局
）

◎
し
尿
処
理
訓
練
（
協
力
／
㈱
エ
ス

イ
ー
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
㈲
金
谷
環

境
、
㈲
か
わ
ね
環
境
、
㈱
山
益
衛

生
、
㈲
島
田
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー
、

㈱
富
永
事
業
）

ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ

◎
物
資
受
入
・
集
積
・
搬
送
訓
練
（
協

力
／
㈱
山
岸
運
送
）

養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ぎ
ん
も
く
せ
い
」・

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
す
か
」

◎
福
祉
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練

◎
し
尿
処
理
訓
練

金
谷
小
学
校

◎
救
護
所
開
設
・
運
営
訓
練
（
協
力
／

島
田
市
医
師
会
、
島
田
歯
科
医
師

会
・
島
田
薬
剤
師
会
）

◎
避
難
所
か
ら
各
家
庭
へ
の
救
援
物

資
配
分
訓
練

「
命
」を
守
る
リ
ハ
ー
サ
ル

○
電
話
不
通
時
の
家
族
間
の
安
否
確

認
方
法
と
集
合
場
所
の
確
認

○
災
害
時
の
行
動
確
認
（
電
気
の
ブ

レ
ー
カ
ー
を
落
と
す
な
ど
）

○
避
難
場
所
と
避
難
経
路
の
確
認

○
７
日
分
の
水・食
料
、
生
活
必
需
品
、

非
常
電
源
（
乾
電
池
な
ど
）、
常
備

薬
な
ど
の
点
検
・
整
備

○
「
黄
色
い
旗
」の
掲
出
・
確
認

○
消
火
器
な
ど
の
取
り
扱
い
や
使
用

期
限
の
確
認

○
夜
間
災
害
発
生
時
の
行
動
確
認

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

は
、
安
否
情
報
な
ど
を
音
声
で
登
録
・

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。家
族
や

友
人
間
で
体
験
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

【
体
験
利
用
可
能
日
】

８
月
27
日
㈰ 

午
前
０
時
〜
午
前
11
時

30
分
（
島
田
市
内
の
み
）

８
月
30
日
㈬ 

午
前
９
時
〜
９
月
５
日

㈫ 

午
後
５
時

毎
月
１
日
・
15
日
の
午
前
０
時
〜
午

後
12
時
（
深
夜
）

　

各
町
内
の
訓
練
日
時
や
内
容
は
、

自
主
防
災
会
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。地

元
自
主
防
災
会
な
ど
か
ら
の
通
知
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

㉄
危
機
管
理
課 

☎
３
６-

７
１
４
３

島
田
市
総
合
防
災
訓
練

今
年
度
は
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
発
生
を
想
定
し
、

よ
り
具
体
的
な
「
人
の
動
き
」「
救
援
物
資
の
運
搬
」な
ど
に

つ
い
て
訓
練
し
ま
す
。小
中
学
生
・
高
校
生
も
、
積
極
的
に

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

1 

会
場
型
訓
練

2 

自
主
防
災
会
の
訓
練

3 

家
庭
で
で
き
る
訓
練
の
例

4 

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
「
１
７
１
」

共助で高める地域の防災力
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道
路
啓
開
訓
練

「
緊
急
輸
送
ル
ー
ト
の
確
保
」

　
大
規
模
災
害
時
に
は
、
人
命
救
助
や
救

援
物
資
の
輸
送
、
各
地
か
ら
の
応
援
部
隊

や
緊
急
車
両
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
緊
急

輸
送
ル
ー
ト
を
早
急
に
確
保
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。ル
ー
ト
は
定
め
ら
れ
て

お
り
、
発
災
初
期
の
段
階
で
通
行
可
能
か

ど
う
か
を
確
認
し
ま
す
。
が
れ
き
な
ど
の

障
害
物
が
あ
れ
ば
取
り
除
き
、
通
行
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
実
際
に
ど
の
よ
う
に
通
行
で
き
な

い
場
所
を
発
見
し
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
作

業
を
す
る
の
か
と
い
っ
た
具
体
的
な
行
動

は
、
日
頃
な
か
な
か
訓
練
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、
市
内
建
設
業
者
・
自
衛
隊
・

警
察
・
消
防
と
連
携
し
、
五
和
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
、
災
害
時
に
近
い
形
で
道

路
啓
開
作
業
な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

物
資
受
け
入
れ
・
集
積
・
搬
送
訓
練

「
救
援
物
資
が
家
庭
に
届
く
ま
で
」

　
市
で
は
、
全
国
か
ら
届
く
緊
急
支
援
物

資
の
物
資
集
積
所
を「
ロ
ー
ズ
ア
リ
ー
ナ
」

「
金
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
」「
川
根
文
化
セ
ン

タ
ー 

チ
ャ
リ
ム
21
」と
定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
物
資
集
積
所
か
ら
各
避
難
所
へ
、

ど
の
よ
う
に
物
資
を
卸
し
て
集
積
・
管
理

し
、
積
み
込
み
や
配
送
を
す
る
の
か
、
車

両
・
資
材
・
人
員
を
配
置
し
て
ロ
ー
ズ
ア

リ
ー
ナ
で
検
証
し
ま
す
。
ま
た
、
自
主
防

災
会
か
ら
各
家
庭
ま
で
の
物
資
の
流
れ
も

検
証
し
ま
す
。

福
祉
避
難
所
開
設
運
営
訓
練

「
要
配
慮
者
の
暮
ら
し
を
守
る
」

　
災
害
時
に
家
屋
が
被
害
を
受
け
、
自
宅

に
と
ど
ま
れ
な
い
場
合
、
し
ば
ら
く
の
間

は
避
難
所
で
生
活
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。避
難
者
の
中
に
は
、
高
齢
者
や
障
害

者
な
ど
、
事
情
に
よ
り
避
難
所
で
の
共
同

生
活
が
困
難
と
な
る
人
も
い
ま
す
。市
で

は
、
生
活
へ
の
配
慮
や
支
援
が
必
要
な

「
要
配
慮
者
」の
避
難
所
と
し
て
、
福
祉
避

難
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
災
害
時
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ぎ
ん
も
く
せ
い
」

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
あ
す
か
」
の

協
力
に
よ
り
、
福
祉
避
難
所
の
開
設
要
請

か
ら
開
設
準
備
、
避
難
者
の
受
け
入
れ
ま

で
を
行
い
ま
す
。

災害から「命」を守る準備と行動

伊
いとう

東克
かつのり

則さん・悦
えつこ

子さん
（金谷天王町）

最新式はしご車

災害時には、住民による「自助」はもちろん、地域や防
災関係機関との「共助」「公助」が大きな役割を果たしま
す。起こりうる災害に向けて、初動体制および災害対応
力の強化を図り、防災に強い地域を作りましょう。

　
そ
の
ほ
か
本
年
度
、
新
た
に
実
施
す
る

訓
練
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
は
し
ご
車
訓
練
／
島
田
消
防
署
に
更
新

配
備
さ
れ
た
「
は
し
ご
車
」を
使
用
し
、

救
出
訓
練
を
実
施
。

◉
し
尿
処
理
訓
練
／
島
田
環
境
組
合
の
協

力
に
よ
り
、
し
尿
処
理
の
調
整
・
実
動

の
訓
練
を
実
施
。

東
海
地
震
が
さ
さ
や
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
「
阪
神

淡
路
大
震
災
」「
東
日
本
大
震
災
」

「
熊
本
地
震
」
な
ど
、
次
々
と
大
き

な
地
震
が
起
こ
り
、
他
人
事
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。災
害
に
対
し

備
え
、
家
族
を
守
る
努
力
を
す
る

の
は
当
然
の
事
だ
と
思
い
ま
す
。

工
事
に
際
し
費
用
面
を
心
配

し
ま
し
た
が
、
事
前
に
市

に
相
談
す
る
こ
と
で
、
補
強
が
必

要
な
箇
所
と
、
そ
れ
に
掛
か
る
費

用
を
知
り
、
信
頼
で
き
る
業
者
に

依
頼
す
る
事
も
で
き
ま
し
た
。工

事
の
計
画
や
耐
震
工
事
費
に
は
補

助
金
が
利
用
で
き
、
思
っ
て
い
た

よ
り
出
費
を
抑
え
ら
れ
、
本
当
に

助
か
り
ま
し
た
。

は
じ
め
ま
し
ょ
う

「
わ
が
家
の
地
震
対
策
」

㉄
建
築
住
宅
課 

　
☎
３
６-

７
１
８
４
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車
を
運
転
中
に
地
震
が
発
生
!

ど
う
行
動
す
る
？

地
震
発
生
時
は
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン

ク
し
た
時
の
よ
う
に
ハ
ン
ド
ル

が
と
ら
れ
、
車
体
が
激
し
く
揺
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
は
、
か
な
り
大
き
な
地
震
と
判

断
し
ま
し
ょ
う
。震
度
が
小
さ
い
場
合
は
、

車
の
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
吸
収
さ
れ
、
気

が
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
】

①
し
っ
か
り
と
ハ
ン
ド
ル
を
抑
え
、
徐
々

に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
ま
し
ょ
う
。ハ

ン
ド
ル
か
ら
手
を
離
し
た
り
、
急
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
る
の
は
危
険
で
す
。

②
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
点
滅
さ
せ
る
な
ど
、

周
囲
の
車
に
注
意
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

③
道
路
の
左
側
に
停
車
し
ま
し
ょ
う
。

④
慌
て
て
車
外
に
飛
び
出
す
と
危
険
で
す
。

揺
れ
が
収
ま
る
ま
で
、
そ
の
ま
ま
車
内

に
待
機
し
、
ラ
ジ
オ
な
ど
で
地
震
情
報

や
交
通
情
報
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
車
を
置
い
て
避
難
す
る
場
合
は
、
で
き

る
だ
け
道
路
以
外
の
場
所
に
駐
車
し
ま

し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
道
路
上
に
駐
車

す
る
場
合
は
、
左
側
に
寄
せ
て
エ
ン
ジ

ン
を
止
め
、
施
錠
せ
ず
に
キ
ー
は
付
け

た
ま
ま
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

　
大
規
模
地
震
災
害
に
関
す
る
警
戒
宣
言

が
発
せ
ら
れ
た
場
合
、
車
に
よ
る
避
難
は

禁
止
さ
れ
ま
す
。

　

大
き
な
被
害
が
出
て
い
な
い
地
域
で

も
、
緊
急
車
両
以
外
の
通
行
の
禁
止
・
制

限
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
緊
急
支
援
物
資
を
受
け

取
る
に
は
？

災
害
時
に
は
、
市
で
備
蓄
し
て
い

る
食
料
・
生
活
用
品
な
ど
の
ほ
か
、

全
国
か
ら
届
く
支
援
物
資
を
避
難
所
や
自

主
防
災
会
を
通
じ
て
、
無
料
で
提
供
し
ま

す
。事
前
に
、
お
住
ま
い
の
地
区
の
指
定

避
難
所
（
学
校
な
ど
）
を
確
認
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

日
常
生
活
に
支
援
が
必
要
で
す
。

福
祉
避
難
所
に
入
る
に
は
？

福
祉
避
難
所
へ
の
入
所
は
、
市

が
定
め
る
避
難
所
で
対
応
に
あ

た
る
市
職
員
（
現
地
避
難
地
班
）
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。避
難
所
か
ら
災
害
対
策
本

部
へ
連
絡
し
、
福
祉
避
難
所
へ
受
け
入
れ

を
要
請
し
ま
す
。

　
施
設
の
受
入
体
制
を
確
認
後
、
家
族
や

避
難
所
運
営
組
織
（
自
主
防
災
会
な
ど
）

が
移
動
手
段
を
手
配
し
、
福
祉
避
難
所
ま

で
入
所
者
を
運
び
ま
す
。

断
水
時
、
家
の
ト
イ
レ
は
使
え
な

い
の
？

下
水
道
が
使
用
で
き
な
い
場
合

は
、
市
か
ら
同
報
無
線
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。下
水
道
が
使
用
で
き

る
場
合
は
、
バ
ケ
ツ
な
ど
に
水
を
用
意

し
、
ト
イ
レ
の
排
水
レ
バ
ー
を
作
動
さ
せ

な
が
ら
、
直
接
便
器
に
水
を
流
せ
ば
使
え

ま
す
。浄
化
槽
の
場
合
は
、
数
日
間
で
あ

れ
ば
、
同
様
に
使
え
ま
す
。

　
大
地
震
の
あ
っ
た
地
域
で
は
、
断
水
が

１
カ
月
に
及
ぶ
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。非
常
用
の
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
も
、
事

前
に
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

大きな亀裂が生じた道路
（熊本地震）

耐
震
補
強
の
「
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
」

STEP ②  耐震補強計画策定STEP ③  耐震補強工事実施

▼
市
が
専
門
家
（
静
岡
県
耐
震

診
断
補
強
相
談
士
）
を
派
遣
し
、

耐
震
診
断
を
実
施
。住
宅
が
地
震

に
対
し
て
ど
の
程
度
の
耐
力
が

あ
る
の
か
調
査
し
、
結
果
を
説

明
し
ま
す
。

申
し
込
み
／
電
話
で
建
築
住
宅

課
へ
（
随
時
受
付
）

▼
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
補
強
し

て
い
く
の
か
を
検
討
し
、
耐
震

補
強
計
画
を
作
成
。

補
助
額
／
費
用
の
３
分
の
２
以
内

（
上
限
額
９
万
６
０
０
０
円
）

※
高
齢
者
世
帯
は
費
用
の
全
額

（
上
限
額
14
万
４
０
０
０
円
）

▼
耐
震
補
強
計
画
を
基
に
、
耐

震
補
強
工
事
を
実
施
。

補
助
額
／
上
限
額
60
万
円

※
高
齢
者
世
帯
な
ど
の
補
助
上

限
額
は
、
80
万
円
。

※
今
年
度
に
限
り
、
Ｐ
Ｒ
に
ご

協
力
い
た
だ
け
る
場
合
は

15
万
円
を
上
乗
せ
し
ま
す
。

Ｐ
Ｒ
条
件
／
▽
必
須
「
耐
震
補

強
工
事
実
施
中
」の
看
板
の
掲

示
▽
次
の
い
ず
れ
か
を
選
択 

①
耐
震
補
強
工
事
を
実
施
し

た
動
機
文
と
工
事
完
成
後
の

写
真
の
提
出 

②
現
場
見
学
会

ま
た
は
完
成
見
学
会
の
実
施

STEP ①  無料耐震診断

未来に
備える

今回の訓練に関連
する地震災害時の
注意事項とミニ知識
を紹介します。

家庭

自主防災会

避難所

災害対策本部

物資集積所

ＱＡ＆

緊急支援物資の流れ

要請配給


